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 मगीप ڭ

日本の水道を取り巻いている環境は、少子・高齢化の進行や生活様式の変化などによる

料金収入の伸び悩みに加え、これまでの整備・拡張で建設してきた水道施設が一斉に更新

時期を迎えるために巨額の投資を準備しておく必要があることなど、事業の経営にとって、

ますます厳しい風向きとなっています。このような流れの中、水道には、自己責任の原則

に立脚しながら、地域特性を踏まえた事業経営を行っていくことが求められます。 

水道用水供給事業である峡東地域広域水道企業団（以下、企業団と記述）は、供用開始

から２年足らずしか経過していないこともあり、大規模な施設更新は当面来ないものの、

全国と同様、水需要の低下による料金収入の伸び悩みに直面しています。さらには、水道

用水供給事業であることから、構成市との協働へも取り組んでいく必要があります。 

ここでは、水道の責務である「健全で効率的な事業経営の下、安全でおいしい水を安定

供給すること」を果たしていくため、企業団の現状と課題を踏まえた上、今後の進むべき

方向性を『峡東地域広域水道企業団 地域水道ビジョン』として取りまとめます。 

ٕ ୠঅ४ঙথभਜ਼઼तऐ ٕ 

 



 2 

 হभ৸৬൸ ڮ

当企業団は、山梨市・笛吹市・甲州市の各水道事業者へ水道水を供給している水道用水

供給事業であり、琴川から取水した水を、杣口浄水場で浄水処理して水道水を作り、その

水を構成市の各水道事業者へ送水しています。 

 

ٕ হभயقਛ 19 ফ২ك ٕ 

＜人口規模＞ 送水地域内人口 

給水区域内人口 

給水人口 

： 

： 

： 

118,246 

115,561 

114,140 

人 

人 

人 

＜水量規模＞ １日平均取水量 

１日平均送水量 

： 

： 

13,573 

12,934 

㎥ /日 

㎥ /日 

＜管路延長＞ 送水管 ： 65.578 km 

＜水量規模と管路延長は平成 20 年度の実績値＞ 

 

ٕ হभป ٕ 

ৎ ऩણ

ೣਮ58.05 রఙभಙਆӄӢӕ૦ਝपऊऊॊ৹ਪदؚৣ੶भ25ऋӄӢӕহषभਸधൌਯ॑ணखि؛
كවؚؚஐؚฝഗؚඖؚલਮؚق

ೣਮ59.07 ಙਆӄӢӕभৰੑ৹ਪহषभ఼උपঢ়घॊ༚ੲછभলڮق؛ڱশك
ೣਮ59.11 ಙਆӄӢӕ૦ਝਤೇਝয়ভऋ৫ಈऔोॊؙ؛ভ৩شশؚ৮ভ৮শ
ೣਮ60.12 ಙਆӄӢӕ૦ਝਤೇऋਝয়औोॊ؛৶হमশؚ৮ভ৮শद৶হভमফ৫ಈ؛
ਛ੪.12 রఙୠઁୠତੑੁਏછ॑ੴহ፝दলघॊ؛রఙ21੨শभ৴ೇपेॊ؛
ਛ02.04 ᄂূୠઁୠ੫੮ਝয়ੈ৮ভऋਝয়औोॊ؛ਝয়হਜଂऋਝ઼औोॊ؛

ਛ02.06 ᄂূୠઁୠੑभਏल੦ম্ଉभৠ؛
হੑਏછਛभञीҾӡҿӝӄӡӈपؚਜ਼઼ؚؚਝभଦ઼ؚਭؚਭਜ਼઼पणःथৠ؛

ਛ03.02 ᄂূୠઁୠ৷ஔহੑਏलহৰपൣअଃ౺पणःथഅੳ॑੭ॊ؛
ਛ03.03 ᄂূୠઁୠ੫੮भਝয়पणःथؚଡਛ੮৬भگা৮ভदૠ৺भ৮ৠ॑੭ॊ؛
ਛ03.03 ᄂূୠઁୠ੫੮ਝয়ಅ૭ணட॑ੴহ፝ணடघॊ2؛5শ؛
ਛ03.04 ഥਸ਼1�126ಀਗؚଡਛশ፝ੴহऊै੫੮ਝয়पणःथಅ૭ऋઐહऔोॊ؛
ਛ03.04 ੫শपฝഗশऋ൩৭औोॊ؛੫শਜ৻৶पশऋ൩৭औोॊ؛
ਛ03.12 ੫੮ಏৎ৮ভद੫੮ಉपणःथଟ৮खؚഅੳ॑੭ॊ؛

ਛ04.03 ಙਆ়৫হؚಙਆӄӢӕ૦ਝੵহपঢ়घॊੈलੵহੈपणःथؚ
ఖਆଵ৶ؚੴহଠ૦धহؚᄂূୠઁୠ੫੮੫শఖ়ຫधद੦মੈभഁ॑घॊ؛

ਛ04.07 ৽ಅ૭॑ணடؙ؛ੴহੳ૭ؙഥেୋਸ਼7�8ಀ

ਛ11.03 ӄӢӕহभಌ੦মੈഁੵق؛ਛ16ফ২ଜؚ૿૨11.8ك٫
੫ଂ0.3٫ؙ؛૿૨म੫ଂਸपेॊپ

ਛ12.02 বଓহभગ௬॑੫੮दৰखَؚহभಲਢُऋిજधऩॊ؛
ਛ14.03 ӄӢӕহभಌ੦মੈഁੵق؛ਛ19ফ২ଜك
ਛ16.05 ಙਆӄӢӕຊૄ؛
ਛ16.10 ஐؚલਮؚऋ੨়ಡपेॉᄱधऩॊ؛ଡਛ੮৬ऋؚ32धऩॊ؛
ਛ17.03 ؚฝഗऋ੨়ಡपेॉधऩॊ؛ଡਛ੮৬ऋ31धऩॊ؛
ਛ17.11 වؚඖऋ੨়ಡपेॉൖପधऩॊ؛ଡਛ੮৬ऋ3धऩॊ؛
ਛ18.10 ಙਆӄӢӕୡᑮ॑৫؛
ਛ19.03 ଛଵଡ଼৸৬भഘਝऋਛ؛భশ65.578һӟӖҴӈӝ؛
ਛ19.12 ཱིৃؚਝभ৸৬ੵহऋਛ؛
ਛ20.01 ᥣઠཱིৃ়ઈૡ॑৫؛
ਛ20.03 ಙਆӄӢӕୡᑮીവ؛
ਛ20.04 ᥣઠཱིৃ৷৫؛  
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 হभਠ૾धୖ گ

■ ਏभਠ૾धୖ ■ 

将来、各構成市の１日最大給水量は減っていくと予測されますが、各構成市の自己水源

能力が低下していく可能性を考慮すれば、水質・水量ともに安定した供給が可能な企業団

への要望水量は変わらず、企業団は現在の送水量を継続していく必要があります。また、

企業団は責任水量制による用水供給事業であるため、各構成市の需要水量がある程度減少

した場合でも、企業団は一定の送水収益を確保できるものと考えられます。これらのこと

から、当面、企業団は現在の送水収益を前提とした事業経営が必要となります。 

今後、企業団が各構成市の要望水量に対して安全で安定した送水を継続していくため、

水運用や日常業務のさらなる効率化を図りながら、無駄のない整備計画に基づく効率的な

財政計画を立案した上で、事業を経営していくことが課題となります。 

ٕ లਟभযઠध ٕ 
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■ ੌ௶৬भਠ૾धୖ ■ 

ٕ য౫भન৳ ٕ 

水道施設の運転管理・日常点検や水質検査などを第３者委託することで、効率的

な職員配置を目指しています。 

ただし、総職員数が５名であり、実質的な技術職員は 3 名という状況であること

から、緊急事態にも迅速に対応できる体制づくりを進めるという観点からは、十分

な人材を確保できているとはいえないと考えられます。 

 

ٕ ૼभಲഅ ٕ 

現在、30 歳代の職員が半数を占めており、今後 10 年間の技術継承には問題は

ないと考えています。 

しかし、経験豊かな 40 歳代や次世代を担う 20 歳代がほとんど在籍しておらず、

技術の空洞化が懸念されることから、今後は、経験や技術を継承していけるような

体制づくりを進めていく必要があります。 

たとえば、業務の委託等による効率化を進めていく一方、業務マニュアルや業務

支援システムなどを整備することにより、業務情報の蓄積・活用を図っていくこと

が考えられます。なお、整備したマニュアルやシステムを取り扱うのは人間である

ことから、若手職員の採用や人事交流の活性化などについても、積極的に検討して

いく必要があります。 

 

ٕ ਜभ૨৲ ٕ 

さらに安定した事業経営を持続するため、人材確保や技術継承の課題へ取り組み

ながら、より一層の業務の効率化・高度化を図っていく必要があり、手法としては、

情報管理システムを充実させることで、業務情報の蓄積・共有化・一元管理による

業務の効率化を進めながら、対応の迅速化や情報提供の充実などといった構成市に

対するサービスの高度化へつなげていくことが考えられます。 

たとえば、現在、各機場の運転を集中監視・遠隔操作できる監視制御システムや

管路を地理的に管理する GIS を導入して、日常業務の効率化を図るとともに、設備

の点検・更新業務を支援できる設備管理システムの導入を進めています。 

なお、水道施設の供用開始から 1 年しか経過しておらず、構造物・管路の老朽化

や設備の劣化・故障といった問題は少ないですが、時間の経過とともに水道施設の

老朽化・劣化は進行していくため、水道施設の維持管理が重要となってきます。 

今後、情報管理システム群を活用していくための運用マニュアルや、システムや

データを陳腐化させないための更新マニュアルを整備した上、定期的なデータ更新

を行っていくことが大切であると考えています。 
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■ ౺भਠ૾धୖ ■ 

ٕ ସपणःथ ٕ 

企業団の水質検査では、水道法で定められている水質基準をはじめ、以下の水質

基準について、毎年、実施計画を策定した上で確実に実施しています。 

 

○ 原水に関する 40 項目 

○ 浄水に関する 51 項目（原水に関する項目＋塩素酸・臭素酸など 11 項目） 

○ その他 

＊クリプトスポリジウムに関するもの（指標菌検査、原虫検査） 

＊浄水処理などの工程管理に関するもの（BOD・COD など 10 項目） 

 

いずれの水質検査においても、水質基準を超える値は検出されていません。 

 

今後、水道水の安全をより一層高めていくために、水質事故への対応も考慮した

水運用方法の検討や原水水質に応じた浄水処理方法の見直し、高度浄水処理技術の

導入に向けた調査・検討を進めていく必要があると考えています。 

また、平成 20 年度から新しい水質基準項目として「塩素酸」が追加されたよう

に、水質基準は随時強化されており、さらに、薬品の貯留方法に関して従来よりも

きめ細かな配慮が求められていることから、現行の水質管理体制を適宜見直した上

で強化していくことも必要となります。 

 

 

 

ٕ पणःथ ٕ 

企業団の水源は琴川ダムからの放流水です。 

取水能力 20,000 ㎥ /日に対して、構成市からの要望水量が 19,000 ㎥ /日であ

ることから、水源の取水能力に不足はありません。 

 

～ 琴川と琴川ダム ～ 

琴川はヤマメやイワナが生息する清流であり、 

鼓川とならんで、笛吹川の支流にあたります。 

また、琴川ダムは秩父山系の南に位置しており、 

北に西沢渓谷、南に昇仙峡、と、年間を通して 

観光客で賑わう渓谷の近傍にあります。 
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■ ਃৃभਠ૾धୖ ■ 

企業団は平成 20 年度から供用開始となったばかりの新しい用水供給事業であり、その

水道施設も新しいことから、構造物や機械・電気設備の老朽化はなく、また、運転条件や

設置環境などによって引き起こされる品質劣化・機能低下もほとんど見受けられない状況

です。 

 

企業団が管理・運転している機場は、次のようになっています。 

ٕ ਝभऩ౾੪ ٕ 

ู ரશ ାੵ
ৎ

ᓛੵ
ৎ ਚ ચৡ

ه⒛�ن ਝ અ

ಙਆৃ 
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ফ২
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企業団の水道施設は、各構成市への用水供給を担う重要な基幹施設であると考えられる

ことから、各機場には（社）日本水道協会『水道施設耐震工法指針・解説』で規定された

耐震基準「レベル２地震動でも機能に重大な影響を及ぼさない軽微な損傷のみにとどまる

こと」に準拠した設計（以下、「レベル２対応」と表記）が求められます。 

しかし、機場のなかには、 

○ 兵庫県南部地震より前に設計されたもの 

（レベル２対応の考え方は、兵庫県南部地震を踏まえて整理されている） 

○ 『建築基準法施行令』に準拠して設計されたもの 

（この法令は「壊れないこと」ではなく「人的被害がないこと」を規定） 

などが存在しており、それらはレベル２対応とはなっていない可能性があります。 

 

 كଅଡୗपणःथق

すべての機場に対して耐震設計を適用しており、基本的にはレベル２と呼ばれる

兵庫県南部地震クラスの地震動でも被害が小さくなるような構造となっています。

また、琴川取水場の取水堰・取水口は河川構造物として位置付けられ、『河川砂防

技術基準』に準拠しており、設計震度を 0.2（一番強い震度設定「強震帯地域」の

基準値 0.12 よりも安全側に見込んだ設定）としていることから、レベル２対応の

判定は行っていないものの、同等以上の耐震性能を有していると評価できます。 

※河川砂防技術基準…「絶対に壊れないこと」が前提条件 

さらに、機場のほか、水管橋や橋梁添架管についても、レベル２対応の耐震設計

を適用しており、機場と同様、地震に強い構造になっています。 

ただし、第４増圧ポンプ場の水槽・地下ポンプ室は、『水道施設耐震工法指針・

解説』ではなく、『建築基準法施行令』に準拠した設計となっています。そのため、

レベル２対応の状況は不明であることから、今後、詳細な耐震診断を行い、結果に

応じて耐震補強を適用する必要があります。 

なお、琴川取水場・杣口浄水場の排水施設は、レベル１地震動に対応した設計と

なっているものの、レベル２対応ではない状況です。これは、排水施設の重要度が、

基幹施設の中でも比較的低いと設定されていることによるものです。 

 

 ك૦ണଡୗपणःथق

管理棟をはじめ、電気室や流量計室などのすべての建築構造物が、『建築基準法

施行令』に準拠した設計となっており、さらに、基準の地震力よりも安全側に設定

されています。 

そのため、水道施設耐震基準への適合性（レベル２対応）は不明であるものの、

十分な耐震性能を有していると評価できます。 
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■ ଵଡ଼भਠ૾धୖ ■ 

平成 20 年度現在、企業団の管路延長は 65.578km となっており、口径別・管種別の

内訳は、以下のようになっています。 

ٕ ઠྫྷશ؞ଵரશभଵଡ଼భশنਜ਼؟kmه ٕ 

ଵரطઠྫྷ Φ100mm Φ150mm Φ200mm Φ250mm Φ300mm Φ400mm Φ500mm هੑ়ن
DIPK 0.003 15.520 5.286 21.151 8.278 12.097 62.334
DIPNS 0.547 0.069 1.012 1.628
PEP 0.510 0.510
SUS304 0.092 0.029 0.307 0.098 0.009 0.535
SS400 0.153 0.153
SGP 0.008 0.036 0.045
SP 0.006 0.015 0.021
STPG370 0.053 0.075 0.128
STW370 0.047 0.017 0.050 0.115
STW400 0.034 0.051 0.026 0.111
HIVP 0.000
هੑ়ن 0.003 15.680 5.909 21.670 9.982 12.309 0.026 65.578  

 

企業団では、安定した地盤構造での耐震性能が比較的高いとされている K 形継手のダク

タイル鋳鉄管を多く採用しています。そのため、大規模な地震が発生した場合でも、とく

に揺れが激しい場所や地面が緩みやすい河川周辺を除き、大きな管路被害を受ける可能性

は低いものと予想されます。 

 

大規模な地震で、企業団の管路がどのような被害を受けるかを試算した結果を、次頁に

示します。 

 ك୳खञপૠெ൜ق

国の中央防災会議「東海地震対策専門調査会」が想定している東海地震 

（静岡県の沿岸一帯を震源域としたマグニチュード 8.0 の地震） 
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ਸ਼ڭਭਸ਼ڭਭਸ਼ڭਭਸ਼ڭਭਸ਼ڭਭ

લਮਭલਮਭલਮਭલਮਭલਮਭ

ਸ਼گਭਸ਼گਭਸ਼گਭਸ਼گਭਸ਼گਭ
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වਸ਼ڮਭවਸ਼ڮਭවਸ਼ڮਭවਸ਼ڮਭවਸ਼ڮਭ

ਸ਼ڭੜಓӒӣӡӐӣৃਸ਼ڭੜಓӒӣӡӐӣৃਸ਼ڭੜಓӒӣӡӐӣৃਸ਼ڭੜಓӒӣӡӐӣৃਸ਼ڭੜಓӒӣӡӐӣৃ
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ਸ਼ڰಓဓਸ਼ڰಓဓਸ਼ڰಓဓਸ਼ڰಓဓਸ਼ڰಓဓ

ਸ਼ڮಓဓਸ਼ڮಓဓਸ਼ڮಓဓਸ਼ڮಓဓਸ਼ڮಓဓ

ਸ਼ڮਭਸ਼ڮਭਸ਼ڮਭਸ਼ڮਭਸ਼ڮਭ

ଵଡ଼भ૩૨ن੯/kmه
0.00 ≦ ૩૨ ٛ 0.10
0.10 ≦ ૩૨ ٛ 0.20
0.20 ≦ ૩૨

ਃৃரશ
ਝ
ཱིਝ
ಓৡ৹ତਝؠਸಓ
ಓৡ৹ତਝؠಓ
ਭਝ

૩૨
>0.1f0.2@

>250@
>DIPK3@

>500f600@
>ா৵@

૩૨
>0.1f0.2@

>300@
>DIPK3@

>400f500@
>প@

૩૨
>0.1f0.2@

>150@
>DIPK3@

>400f500@
>র@

૩૨
>0.2ਰ@

>150@
>DIPK3@

>600f800@
>ৌਗ@

૩૨
>0.1f0.2@

>300@
>DIPK3@

>600f800@
>ৌਗ@

૩૨
>0.1f0.2@

>250@
>DIPK3@

>600f800@
>ৌਗ@

૩૨
>0.1f0.2@

>250@
>DIPK3@

>600f800@
>ৌਗ@

૩૨
>0.1f0.2@

>250@
>DIPK3@

>600f800@
>ৌਗ@

૩૨
>0.1f0.2@

>150@
>DIPK3@

>400f500@
>প@

૩૨
>0.2ਰ@

>150@
>DIPK@

>500f600@
>প@

૩૨
>ટ@

ؼؙؙؙؙؙؙهઠྫྷن ਜ਼؟mm
ؼؙؙؙؙؙؙهଵரن ੶ಀٛ౫ସٔಲऍুٜ
ؼؙهਈপਸச২ن ਜ਼؟JDO
ؼؙؙه૫২৲૾ัن প�র�৵�ா৵�ৌਗ

ؙكଵரभજॉ౹इृಢଵীदপऌऎऩढथःॊ૩૨म௬ৌਗقؙ

ٕ পૠெ൜पेॊଵଡ଼૩भ୳ ٕ 
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この結果、揺れが激しい（地震加速度が大きい）、あるいは、地面が緩みやすい（液状化

が大きい）場所において、管路が被害を受ける（平均被害率が大きい）傾向が出ており、

第１増圧ポンプ場や一宮第２受水池の付近では平均被害率が特に大きくなっています。 

これらの場所については、耐震化への取組みを優先的に実施しておくことが望ましいと

言えます。なお、この結果は、管路の耐震性能を企業団の中だけで相対的に比較したもの

であり、前述のとおり、企業団では耐震性能が比較的高い管材を採用していることから、

事業全体における管路の耐震化事業の位置付けは、別途検討する必要があります。 

 

 

また、受水点の概要は、次のようになっています。 

ٕ ਭਡभਏ ٕ 

ଡਛ ਭਡ ਚ ఏৈ
هmن

ਭ
ઍ

ه⒛ن

ਏ
ه⒛�ن

ঽഞ౺
થ૮

ਸ਼ڭ ਧ 461.2 1,000 2,000 ٕ
ਸ਼ڮ જ୷ 683.3 104 1,200 ٕ
ਸ਼گ ൰ཁ 412.4 400 500 ٕ
ਸ਼ڰ ਉ 580.9 500 500 ٕ
ฝഗਸ਼ڭ ฝഗᥣઠ 796.3 797 1,600 ँॉ
ฝഗਸ਼ڮ ฝഗਧ৳র 798.4 310 400 ٕ
هੑ়ن ٕ ٕ 3,111 6,200 ٕ
ஐ ᄱஐৣగৣ 336.5 1,170 2,400 ٕ
લਮ ᄱલਮૈম 271.7 1,300 2,900 ٕ
ਸ਼ڭ ᄱલ 458.8 1,200 1,000 ٕ
ਸ਼ڮ ᄱଅౖ 471.0 1,000 900 ँॉ
هੑ়ن ٕ ٕ 4,670 7,200 ٕ
වਸ਼ڭ ൖପව৵ોഢ 490.3 2,000 2,000 ٕ
වਸ਼ڮ ൖପව 705.8 228 500 ँॉ
වਸ਼گ ൖପව༖ਉ 684.0 540 1,000 ँॉ
වਸ਼ڰ ൖପවઢ 493.9 500 500 ँॉ
ඖਸ਼ڭ ൖପඖഇ 647.0 383 1,000 ٕ
ඖਸ਼ڮ ൖପඖৣగ 508.7 500 600 ٕ
هੑ়ن ٕ ٕ 4,151 5,600 ٕ

ٕ ٕ 11,932 19,000 هੑ়نٕ



ᄱ

ൖପ

 
 

受水点には、企業団からの送水だけでなく、各構成市の自己水源から供給を受けている

ものもあります。そのような受水点は、万が一、企業団からの送水が停止した場合でも、

自己水源によるバックアップが可能であると考えられます。 

今後、企業団が独自で災害に強い水道施設づくりを進めていくことも重要な課題となり

ますが、構成市を含めた峡東地域全体の水道施設を一体の水道システムとして捉え、構成

市との調整・連携を図りながら、水道施設を強化していくことも今後の課題になってくる

と考えています。 
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■ ଃभਠ૾धୖ ■ 

企業団では、地方公営企業法に基づき、独立採算制を原則とした経営を行っています。 

経営の収入と支出を説明する企業会計は、次のような収益的収支・資本的収支によって

成り立っています。 

ٕ ্ਁ੫১पउऐॊ੫ভੑभઅइ্قಹك ٕ 

 概要 収入 支出 

収益的 

収支 

水道水をつくり 

給水するための 

収入と支出 

給水収益 

加入金 など 

維持管理費 

減価償却費等 

借入金の支払利息 など 

資本的 

収支 

水道施設を 

整備するための 

収入と支出 

企業債などの借入金 

負担金 

寄附金 

補填財源 など 

建設改良費 

借入金の元金償還 など 

 

また、収益的収支と資本的収支の関係は、次のようになっています。 

ٕ ઽஇઽ੍धৱমઽ੍भঢ়બ ٕ 

 
 

 

 

現在、平成 20 年度に供用開始したばかりであり、企業債償還や減価償却など、大きな

支出が発生しています。企業団は、責任水量制による用水供給事業であることから、今後

は基本的に収益一定の中で、必要な維持管理を計画的に実施していく必要があります。 
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 كऽधीقহभୖ ڰ

■ ਜఏपेॊ௬ ■ 

業務指標とは、水道事業がサービスの目的を達成するとともに水準を向上していくため、

水道事業全般に関する実績を多面的に定量化するものであり、『水道事業ガイドライン 

JWWA Q100』（平成 17 年 1 月）で 137 項目を定義しています。国の水道ビジョンの

目標《安心・安定・持続・環境・国際》に《管理》を加えた 6 つの目標に対応付けて整理

されており、そのうち、『水道統計』から算定できるものは 53 項目です。なお、水道事業

が提供するサービスの目的として、次のような視点を整理しています。 

ٕ হऋघॊ१شঅ५भ৯ ٕ 

 
 

このような業務指標について、平成 20 年度の統計データに基づき、算定・評価します。 

① 絶対評価 

一般的に公表されているベンチマーク『水道事業評価・監査マニュアル（案；

平成 20 年 3 月 8 日）』に基づき、評価したもの。 

② 相対評価 

業務指標の算定結果を、全国平均や同規模事業体などと比較したもの。 

なお、同規模事業体として、水量と事業費が同じ水準であるものを選定。 
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ٕ ①ബৌ௬भટ ٕ 

௬ટ
ੱ 1001 ౺ਹ৷૨ 64.7 % ↑
ੱ 1002 ౺ඥ૨ 29.9 % ↑ 25 ਰ 10 ेॉপऌः 10 ਰৣ ҼӛӁAٛરଐٜ
ੱ 1003 ਉથਹ৷૨ 95.3 % ↑ 95 ਰ 85 ेॉপऌः 85 ਰৣ ҼӛӁAٛરଐٜ
ੱ 1105 ҺӏӢႝऊैৄञउःखःਛ૨ 100.0 % ↑ 90 ेॉপऌः 90 ठॆअन 90 ेॉ৵औः ҼӛӁAٛરଐٜ
ੱ 1107 ӈӜӎӟӖӄӡ෯২ସ੦ૻ 11.0 % ↓ 10 ਰৣ 50 ेॉ৵औः 50 ਰ ҼӛӁ%ٛৢٜ
ੱ 1108 થਃ�T2C�෯২ସ੦ૻ 16.0 % ↓ 30 ਰৣ 70 ेॉ৵औः 70 ਰ ҼӛӁAٛરଐٜ
ੱ 1110 সര෯২ସ੦ૻ 0.0 % ↓ 10 ਰৣ 50 ेॉ৵औः 50 ਰ ҼӛӁAٛરଐٜ
ੱ 1111 ૮ਃସ෯২ସ੦ૻ 0.0 % ↓ 10 ਰৣ 50 ेॉ৵औः 50 ਰ ҼӛӁAٛરଐٜ
ੱ 1112 થਃସ෯২ସ੦ૻ 0.0 % ↓
ੱ 1114 ౢেਛ෯২ସ੦ૻ 0.0 % ↓
 2001 ஔযઠڭযਊञॉฅධમ 306.3 /�য ↑ 180 ेॉপऌः 180 ठॆअन 180 ेॉ৵औः ҼӛӁAٛરଐٜ
 2002 ஔযઠڭযਊञॉଦ 680.7 /��য ↑
 2003 ཱིৡન৳૨ 19.0 % ↑ 25 ेॉপऌः 25 ठॆअन 25 ेॉ৵औः ҼӛӁCٛਂଐٜ
 2004 ଦฅચৡ 0.9  ↑ 1 ਰ 0.3 ेॉপऌः 0.3 ਰৣ ҼӛӁ%ٛৢٜ
 2005 ஔਯ 0.0  ↓ 0 ठॆअन 5 ेॉ৵औः 5 ਰ ҼӛӁAٛરଐٜ
 2006 ૨ 100.0 % ↑
 2007 ଦଵభশഡ২ 0.2 km�k⋻ ↑
 2008 ӖҴӄഡ২ كৌਗੑق �km ↑
 2104 ଵଡ଼भಌৗ૨ 0.0 % ↑ 2.5 ਰ 1.0 ेॉপऌः 1.0 ਰৣ ҼӛӁCٛਂଐٜ
 2107 ଵଡ଼भৗਝ૨ 0.0 % ↑
 2205 ஔುਡഡ২ 2.3 ᆽਚ�௲k⋻ ↑
 2210 ଵଡ଼भິ൜৲૨ 4.9 % ↑ 70 ਰ 30 ेॉপऌः 30 ਰৣ ҼӛӁCٛਂଐٜ
ਢ 3001 ઽ੍ૻ૨ 131.4 % ↑ 130 ਰ 100 ेॉপऌः 100 ਰৣ ҼӛӁAٛરଐٜ
ਢ 3002 ৽ଞઽ੍ૻ૨ 110.8 % ↑ 120 ਰ 100 ेॉপऌः 100 ਰৣ ҼӛӁ%ٛৢٜ
ਢ 3003 ઽ੍ૻ૨ 110.8 % ↑ 120 ਰ 100 ेॉপऌः 100 ਰৣ ҼӛӁ%ٛৢٜ
ਢ 3005 োসૻ૨قઽஇઽোীك 0.0 % ↓ 1 ਰৣ 2 ेॉ৵औः 2 ਰ ҼӛӁAٛરଐٜ
ਢ 3006 োসૻ૨قৱমઽোীك 94.2 % ↓ 5 ਰৣ 15 ेॉ৵औः 15 ਰ ҼӛӁCٛਂଐٜ
ਢ 3007 ৩ڭযਊञॉभஔઽஇ 179,189.3 �য ↑
ਢ 3008 ஔઽஇपৌघॊ৩ஔଖાभસ় 3.4 % ↓
ਢ 3009 ஔઽஇपৌघॊ੫ઝਹඅभસ় 10.0 % ↓ 5 ਰৣ 20 ेॉ৵औः 20 ਰ ҼӛӁ%ٛৢٜ
ਢ 3010 ஔઽஇपৌघॊేાभસ় 44.6 % ↓ 20 ਰৣ 30 ेॉ৵औः 30 ਰ ҼӛӁCٛਂଐٜ
ਢ 3011 ஔઽஇपৌघॊ੫ઝ൬সभસ় 11.4 % ↓ 10 ਰৣ 20 ेॉ৵औः 20 ਰ ҼӛӁ%ٛৢٜ
ਢ 3013 મসઽ૨ 110.7 % ↑ 110 ਰ 100 ेॉপऌः 100 ਰৣ ҼӛӁAٛરଐٜ
ਢ 3014 ஔ 151.8 �⒛ ↑
ਢ 3015 ஔਉ 137.2 �⒛ ↓
ਢ 3018 થઽ૨ 95.5 % ↑ 95 ਰ 90 ेॉপऌः 90 ਰৣ ҼӛӁAٛરଐٜ
ਢ 3019 ਝਹ৷૨ 68.1 % ↑
ਢ 3020 ਝਈপ༎௮૨ 81.0 % ↑ 90 ਰ 80 ेॉপऌः 80 ਰৣ ҼӛӁ%ٛৢٜ
ਢ 3021 ૨ 84.0 % ↑
ਢ 3022 ૻ૨ 984.1 % ↑ 150 ਰ 100 ेॉপऌः 100 ਰৣ ҼӛӁAٛરଐٜ
ਢ 3023 ঽഞৱমଡਛૻ૨ 87.5 % ↑ 80 ਰ 50 ेॉপऌः 50 ਰৣ ҼӛӁAٛરଐٜ
ਢ 3024 ಕૻ૨ 110.6 % ↓ 100 ਰৣ 160 ेॉ৵औः 160 ਰ ҼӛӁ%ٛৢٜ
ਢ 3025 ੫ઝ൬੪সৌేાૻ૨ 25.5 % ↓ 50 ਰৣ 100 ेॉ৵औः 100 ਰ ҼӛӁAٛરଐٜ
ਢ 3026 ಕৱਓૡ૨ 0.0  ↑ 0.2 ਰ 0.1 ेॉপऌः 0.1 ਰৣ ҼӛӁCٛਂଐٜ
ਢ 3027 ಕৱਓઞ৷૨ 2.2 ⒛�ਐ ↑
ਢ 3105 ૼ৩૨ 100.0 % ↑
ਢ 3106 ਜ৽ୡফਯ২ 9.0 ফ�য ↑ 20 ਰ 10 ेॉপऌः 10 ਰৣ ҼӛӁCٛਂଐٜ
ਢ 3109 ৩ڭযਊञॉଦ 1,236,500.0 ⒛�য ↑
ਢ 3110 ৩ڭযਊञॉӖҴӄਯ كৌਗੑق �য ↑
୭ 4001 ଦ⒛ڭਊञॉਗ਼ৡા 0.3 kWK�⒛ ↓
୭ 4101 ৣ૨ 0.0 % ↓
ଵ৶ 5102 ӄӢҼӄҶӝᄃளଵ؞ଵ૨ 98.4 % ↑
ଵ৶ 5114 ౌዟਝ઼ഡ২ 0.0 ੦�km ↑

ীథ રਜ਼ ҼӛӁCٛਂଐٜҼӛӁ%ٛৢٜҼӛӁAٛરଐٜ
ӑӢӡӅӓҴҼِহ௬؞૰ਪӓӊұҵӝ�੧�2008�03�28�ّपेॊബৌ௬ಀ ู PI ਜ਼

 
 



 15 

 

ٕ ②ৼৌ௬भટ ٕ 

ଦ౦

ૠெA ૠெ% ૠெC
H19 ੯ਯ H19 H19 H19

ੱ 1001 ౺ਹ৷૨ 64.7 % ↑ 54.5 87 88.9 47.8 66.3
ੱ 1002 ౺ඥ૨ 29.9 % ↑ 59.2 88 6.4 100.0 32.9
ੱ 1003 ਉથਹ৷૨ 95.3 % ↑ 95.0 88 97.4 100.0 97.3
ੱ 1105 ҺӏӢႝऊैৄञउःखःਛ૨ 100.0 % ↑ 85.4 78 100.0 90.0 100.0
ੱ 1107 ӈӜӎӟӖӄӡ෯২ସ੦ૻ 11.0 % ↓ 30.5 81 0.0 42.0 10.0
ੱ 1108 થਃ�T2C�෯২ସ੦ૻ 16.0 % ↓ 18.7 81 0.0 22.0 14.0
ੱ 1110 সര෯২ସ੦ૻ 0.0 % ↓ 0.6 70 0.0 0.0 0.0
ੱ 1111 ૮ਃସ෯২ସ੦ૻ 0.0 % ↓ 10.3 75 2.0 0.0 9.0
ੱ 1112 થਃସ෯২ସ੦ૻ 0.0 % ↓ 2.2 65 0.0 0.0 8.0
ੱ 1114 ౢেਛ෯২ସ੦ૻ 0.0 % ↓ 6.2 81 0.0 2.0 0.0
 2001 ஔযઠڭযਊञॉฅධમ 306.3 /�য ↑ 0.0 0 0.0 0.0 0.0
 2002 ஔযઠڭযਊञॉଦ 680.7 /��য ↑ 0.0 0 0.0 0.0 0.0
 2003 ཱིৡન৳૨ 19.0 % ↑ 24.0 88 6.0 2.3 24.8
 2004 ଦฅચৡ 0.9  ↑ 0.4 85 0.1 0.2 0.2
 2005 ஔਯ 0.0  ↓ 0.0 102 0.0 0.0 0.0
 2006 ૨ 100.0 % ↑ 0.0 0 0.0 0.0 0.0
 2007 ଦଵభশഡ২ 0.2 km�k⋻ ↑ 0.0 0 0.0 0.0 0.0
 2008 ӖҴӄഡ২ كৌਗੑق �km ↑ 0.0 0 0.0 0.0 0.0
 2104 ଵଡ଼भಌৗ૨ 0.0 % ↑ 0.4 13 0.0 0.0 0.2
 2107 ଵଡ଼भৗਝ૨ 0.0 % ↑ 16.5 16 0.0 3.0 0.0
 2205 ஔುਡഡ২ 2.3 ᆽਚ�௲k⋻ ↑ 0.0 0 0.0 0.0 0.0
 2210 ଵଡ଼भິ൜৲૨ 4.9 % ↑ 15.7 45 20.3 0.0 0.0
ਢ 3001 ઽ੍ૻ૨ 131.4 % ↑ 133.2 84 148.5 141.4 150.0
ਢ 3002 ৽ଞઽ੍ૻ૨ 110.8 % ↑ 114.0 84 105.9 105.5 126.2
ਢ 3003 ઽ੍ૻ૨ 110.8 % ↑ 113.3 86 105.9 105.5 126.6
ਢ 3005 োসૻ૨قઽஇઽোীك 0.0 % ↓ 5.0 67 0.6 0.7 3.2
ਢ 3006 োসૻ૨قৱমઽোীك 94.2 % ↓ 45.2 81 100.0 82.7 15.8
ਢ 3007 ৩ڭযਊञॉभஔઽஇ 179,189.3 �য ↑ 112,682.4 81 0.0 107,664.0 46,038.0
ਢ 3008 ஔઽஇपৌघॊ৩ஔଖાभસ় 3.4 % ↓ 12.2 84 11.3 7.5 16.7
ਢ 3009 ஔઽஇपৌघॊ੫ઝਹඅभસ় 10.0 % ↓ 19.3 83 27.7 24.9 16.5
ਢ 3010 ஔઽஇपৌघॊేાभસ় 44.6 % ↓ 33.6 84 31.8 35.1 14.0
ਢ 3011 ஔઽஇपৌघॊ੫ઝ൬সभસ় 11.4 % ↓ 57.1 40 0.0 0.0 0.0
ਢ 3013 મসઽ૨ 110.7 % ↑ 106.7 27 0.0 0.0 0.0
ਢ 3014 ஔ 151.8 �⒛ ↑ 109.0 84 91.8 184.8 132.8
ਢ 3015 ஔਉ 137.2 �⒛ ↓ 111.6 27 0.0 0.0 0.0
ਢ 3018 થઽ૨ 95.5 % ↑ 0.0 0 0.0 0.0 0.0
ਢ 3019 ਝਹ৷૨ 68.1 % ↑ 65.8 87 88.9 95.5 66.3
ਢ 3020 ਝਈপ༎௮૨ 81.0 % ↑ 76.0 88 94.0 97.7 75.2
ਢ 3021 ૨ 84.0 % ↑ 86.5 87 94.7 97.8 88.1
ਢ 3022 ૻ૨ 984.1 % ↑ 1,219.1 93 2,000.0 614.8 828.0
ਢ 3023 ঽഞৱমଡਛૻ૨ 87.5 % ↑ 67.0 97 73.1 67.8 86.5
ਢ 3024 ಕૻ૨ 110.6 % ↓ 142.9 97 133.0 141.2 111.9
ਢ 3025 ੫ઝ൬੪সৌేાૻ૨ 25.5 % ↓ 198.9 40 0.0 0.0 0.0
ਢ 3026 ಕৱਓૡ૨ 0.0  ↑ 0.1 27 0.0 0.0 0.0
ਢ 3027 ಕৱਓઞ৷૨ 2.2 ⒛�ਐ ↑ 0.0 0 0.0 0.0 0.0
ਢ 3105 ૼ৩૨ 100.0 % ↑ 67.5 95 66.7 62.5 63.6
ਢ 3106 ਜ৽ୡফਯ২ 9.0 ফ�য ↑ 17.3 94 14.0 17.0 19.0
ਢ 3109 ৩ڭযਊञॉଦ 1,236,500.0 ⒛�য ↑ 0.0 0 0.0 0.0 0.0
ਢ 3110 ৩ڭযਊञॉӖҴӄਯ كৌਗੑق �য ↑ 0.0 0 0.0 0.0 0.0
୭ 4001 ଦ⒛ڭਊञॉਗ਼ৡા 0.3 kWK�⒛ ↓ 0.0 0 0.0 0.0 0.0
୭ 4101 ৣ૨ 0.0 % ↓ 42.2 9 0.0 0.0 0.0
ଵ৶ 5102 ӄӢҼӄҶӝᄃளଵ؞ଵ૨ 98.4 % ↑ 93.3 78 100.0 99.5 100.0
ଵ৶ 5114 ౌዟਝ઼ഡ২ 0.0 ੦�km ↑ 0.0 0 0.0 0.0 0.0

ীథ

৸বधૻसथபः

રਜ਼౦भਔ
৸বधૻसथଐः
৸বधૻसथग

৸বಀ ู PI ਜ਼ રਜ਼
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■ হभୖ ■ 

業務指標の算定結果から、水道事業の課題を評価しました。 

 

ٕ ੱपঢ়घॊ௬ ٕ 

水源余裕率が低くなっていますが、水源を有効利用しているとも考えられます。

なお、最大需要量（１日最大送水量）が取水可能量を超えることはないため、水源

水量を確保する観点からも問題はありません。 

ٕ पঢ়घॊ௬ ٕ 

管路施設の更新率が低くなっていますが、供給開始から１年しか経過しておらず、

更新の必要がないことによるものです。また、需要に対する取水～浄水能力に余裕

がなく、非常時の水量確保が課題となります。なお、K 形継手のダクタイル鋳鉄管

を多用しているため、管路の耐震化率が低くなっているものの、地盤が比較的安定

していることから、今後は大規模な地震による管路被害をより詳細に評価した上、

耐震化計画を策定することが必要となります。 

ٕ ਢपঢ়घॊ௬ ٕ 

給水収益に関するものをはじめ、財政状況を示す値が低くなっています。これは、

供給開始が平成 20 年度であり、創設事業にかかる企業債の償還が平成 33 年度に

ピークを迎えることや減価償却が一斉に始まったことによるものと考えられます。

今後、責任水量制による一定の給水収益を前提としながら、バランスの取れた事業

経営を進めていく必要があります。また、職員１人あたりの業務経験年数が低く、

今後、業務マニュアルや業務支援システムなどの整備により、技術の継承を確実に

行っていくことが重要となります。 

ٕ ୭पঢ়घॊ௬ ٕ 

自然環境への負荷は、今回算定した業務指標から評価することは難しいものの、

基本的に自然流下による送水であることから、低いと考えられます。ただし、近年、

自然環境への配慮がより一層求められているため、最新の技術動向を見据えながら、

自然環境への負荷を低減する仕組みを調査・検討していく必要があります。 

ٕ ଵ৶पঢ়घॊ௬ ٕ 

供給開始から１年しか経過しておらず、水道施設の老朽化・劣化はほとんどない

こともあり、漏水事故は発生していない状況です。また、第３者委託による点検を

毎日実施することにより、故障が予測される設備不良へ即時対応（予防保全）して

いるため、問題はありません。 
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 হभలਟ൸ध৯ఏ ڱ

地域水道ビジョンの基本的な枠組み（イメージ）は、次のようになっています。 

ٕ ୠঅ४ঙথभੌाॖقওش४ك ٕ 

లਟभँॊसऌ
৶

্ଉ

৯ఏ

ੁ ڀ ऩपपॉੌिभऊء

ڀ ऩप॑ৰਠघॊभऊء

ڀ ऩपपజअभऊء

ڀ ऩप॑৯घभऊء

 
 

 

これを踏まえ、企業団が追い求める将来像を示します。 

ٕ ᄂূୠઁୠ੫੮भలਟ൸ध৶ ٕ 

ْ৶ٓ

َ ੱ؞৸दਢ૭ચऩᄂূୠभ ُ

ؙْలਟ൸ٓ

औऽऋ৸؝ڭ पઞइॊؚ॑ଡਛ॑ৢगथ खथඍऐऽघ؛

৸दऩभஔؚ॑ऒोऊैुङढधਢ؝ڮ खथःऌऽघ؛

ঽேषभ॑ैखथ୭؝گ भ৳૧पीऽघ؛

ୠ؝ڰ धभঢ়ॎॉ॑পજपखऩऋैؚॽش६पँढञ१شঅ५॑खऽघ؛

؛অ५॑खऽघشऒोैघसथ॑৬धखथৰਠखऩऋैؚेॉସभৈः१؝ڱ
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この将来像と理念を支える柱として、3 つの基本方針を示します。 

ٕ ৶੍॑इॊ 3 णभ੦ম্ଉ ٕ 

 
 

 

この基本方針を踏まえ、実現すべき目標を示します。 

ٕ ੦ম্ଉ॑౷ऽइञ৯ఏ ٕ 

ع৶ؙؙع
ੱ؞৸दਢ૭ચऩᄂূୠभ

৯ఏكڭସଵ৶भਘ৲
ਉऊै৷ஔऽदभؚघसथभସ॑ిજप૰ଳ؞૪৶घॊऒध

৯ఏిكڮજऩଵ৶
ਂभृহ॑ଆएञीؚਝ॑ిજपఊሂ؞ಌৗघॊऒध

৯ఏكگਃଵ৶भਘ৲
಼૩ृহभ૩॑೪इॊञीؚဌசपৌૢदऌॊ৬॑ଡണघॊऒध

৯ఏكڭઈ੦ೕभਘ৲
হ॑৸प৽घॊञीؚଃઽ੍ृૼಲഅभిਫ৲॑ॊऒध

৯ఏكڮଵ৶भ૨৲
হ॑৸प৽घॊञीؚଞਜभ૨৲؞ৈ২৲॑ॊऒध

৯ఏكگଡਛधभੈ௮
੫੮ஆঽपৈ২৲घॊटऐदमऩऎؚୠ৬धखथਈి৲॑ॊऒध

৯ఏكڭ१شঅ५भ
ଡਛृઞ৷भੲਾઽૐ੍॑ରघॊலੌा॑ଡണघॊऒध

৯ఏكڮঽே୭षभଦൟ
୭॑खऩऋैؚৱ౺॑୭ਹ৷दऌॊலੌा॑ଡണघॊऒध

੦ম্ଉ؝ڭ
ੱदऌॊ
৷ஔহ

੦ম্ଉ؝ڮ
ਦदऌॊ
৷ஔহ

੦ম্ଉ؝گ
ଌदऌॊ
৷ஔহ
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 ৯ఏभৰਠपऐञੁ ڲ

■ ੁभ৬௺ ■ 

目標を実現するために取り組むべき施策について、体系を示します。 

ٕ ੁभ৬௺ ٕ 

ع৶ؙؙع
ੱ؞৸दਢ૭ચऩᄂূୠभ

৯ఏكڭ
ସଵ৶भਘ৲

৯ఏكڭ
ઈ੦ೕभਘ৲

৯ఏكڮ
ଵ৶भ૨৲

৯ఏكگ
ଡਛधभੈ௮

৯ఏكڭ
१شঅ५भ

৯ఏكڮ
ঽே୭षभଦൟ

৯ఏكڮ
ిજऩଵ৶

৯ఏكگ
ਃଵ৶भਘ৲

੦ম্ଉ؝ڭ
ੱदऌॊ
৷ஔহ

੦ম্ଉ؝ڮ
ਦदऌॊ
৷ஔহ

੦ম্ଉ؝گ
ଌदऌॊ
৷ஔহ

ؙٕੁٕ
৸ੑभੁكڭق
౺୭भ৳৸كڮق
৲ସਫ਼ਪ৬भৈ২كگق

ؙٕੁٕ
ਏपৄ়ढञহੑभੁكڭق
৳ঝभનشॶ؞ಲഅपऐञয౫ૼكڮق

ؙٕੁٕ
ણ৷؞ੲਾଵ৶३५ॸभਹ৷كڭق

ؙٕੁٕ
శଞৎपउऐॊ૽સী૿भ৹ତكڭق
হৈ২৲पऐञலੌातऎॉभਫ਼ୈكڮق

ؙٕੁٕ
ੲਾਁ৫্১भ৲ؚઍभౄৰكڭق
ലভभఁౄਁ؞ਾણઁ؞ਝৄ৾كڮق

ؙٕੁٕ
ৱ౺ත৺भਤ؞ৌੁشग़ॿঝॠكڭق
୭ৌੁभৈ২৲॑৯खञૼभ৹ਪكڮق

ؙٕੁٕ
ਜຄষঐॽগ॔ঝभତكڭق

ؙٕੁٕ
ঐॽগ॔ঝभତ؞ਃଵ৶ੑكڭق
৲ਝभິ൜كڮق
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■ ੁभઍ ■ 

੦ম্ଉ؝ڭੱदऌॊ৷ஔহ 

৯ఏكڭସଵ৶भਘ৲ 

ੁكڭق৸ੑभੁ 

水道水のさらなる安全を確保していくため、水源から給水栓に至るすべての水の

流れを一連の水道システムとして捉え、構成市との調整・連携を図りつつ、その中

で想定され得る水質汚染の危険因子を洗い出し、危険性の原因と対策に応じた水質

管理のあり方を『水安全計画』として取りまとめます。 

ੁكڮق౺୭भ৳৸ 

釣りや観光などにより、水源周辺における人の出入りが多くなり、それに応じて

ゴミの投棄による汚染が懸念されることから、水源周辺の巡回や清掃、マナー遵守

の呼びかけなど、環境保全への取組みを進めます。 

ੁكگقସਫ਼ਪ৬भৈ২৲ 

「水安全計画の策定」や「構成市との協働」といった施策との調整を図りつつ、

峡東地域を一体として捉えた場合における水質管理のあり方を検討します。 

৯ఏిكڮજऩଵ৶ 

ੁكڭقਜຄষঐॽগ॔ঝभତ 

少人数の職員配置・第 3 者委託の推進・情報管理システムの導入などによる業務

の効率化を図りながら、緊急事態にも迅速かつ的確に対応できること、また、その

技術を次世代へ継承していくため、業務遂行を支援するマニュアルを整備します。 

৯ఏكگਃଵ৶भਘ৲ 

ੁكڭقਃଵ৶ੑ؞ঐॽগ॔ঝभତ 

「構成市との協働」といった施策との調整を図りながら、緊急事態への対処方法

を整理した計画やマニュアルを整備します。 

ੁكڮقਝभິ൜৲ 

レベル２対応が不明である第４増圧ポンプ場内の土木構造物や大きな地震被害

が想定される管路など、現在、耐震性能に関する脆弱性が指摘されている水道施設

について、詳細な調査を行った上、必要な補強・改良を施工します。 
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੦ম্ଉ؝ڮਦदऌॊ৷ஔহ 

৯ఏكڭઈ੦ೕभਘ৲ 

ੁكڭقਏपৄ়ढञহੑभੁ 

責任水量制による用水供給事業であるため、今後、基本的に収益（水需要）一定

の中での事業経営を前提として、将来の更新需要を見据えながら、整備・更新計画

に基づく財政計画を立案した上、計画的に事業を経営していきます。 

なお、水道料金については、水道使用者の理解を得ながら、財源確保という観点

から慎重に見直していきます。 

ੁૼكڮقಲഅपऐञয౫؞ॶشঝभન৳ 

現在は、少人数の職員配置・第 3 者委託の推進・情報管理システムの導入による

業務の効率化を図っていますが、その一方で、技術のドキュメント化・システム化

や積極的な人事交流、若手職員の採用など、確実に技術を継承していける仕組みを

つくっていきます。 

৯ఏكڮଵ৶भ૨৲ 

ੁكڭقੲਾଵ৶३५ॸभਹ৷؞ણ৷ 

「業務遂行マニュアルの整備」といった施策と合わせて、既に導入している情報

管理システム群を活用していきます。 

なお、情報管理システムは適切なメンテナンスが必要であるため、システム全体

の陳腐化を防ぐため、システム更新マニュアルを整備した上、適切にメンテナンス

していきます。 

৯ఏكگଡਛधभੈ௮ 

ੁكڭقశଞৎपउऐॊ૽સী૿भ৹ତ 

構成市の水道施設を含めた峡東地域全体の水道施設を、地域一体の水道システム

として捉え、相互にバックアップできる水道施設を用意するなど、峡東地域全体と

して水道施設の高度化を図ることができるよう、構成市との調整を進めます。 

ੁكڮقহৈ২৲पऐञலੌातऎॉभਫ਼ୈ 

「非常時における役割分担の調整」といった施策のように、非常時における相互

支援を検討していく一方、「水質検査体制の高度化」といった施策のように、平常

時でも企業団と構成市の間で協働体制をつくっていきます。 
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੦ম্ଉ؝گଌदऌॊ৷ஔহ 

৯ఏكڭ१شঅ५भ 

ੁكڭقੲਾਁ৫্১भ৲ؚઍभౄৰ 

既にパンフレットやインターネットなどのメディアを通じて公開している事業

の概要や杣口浄水場の見学案内に加え、事業の実施状況や財政状況、さらに日々の

活動状況などを公開しながら、構成市や地域住民への説明責任を果たします。 

ੁكڮقਝৄ৾ઁ؞ਾણਁ؞ലভभఁౄ 

現在、学校からの依頼を受け、児童向けの施設見学会を実施しています。今後、

企業団から地域住民へ積極的にアプローチしていくため、構成市との調整・連携を

図りながら、水道に関する出前講座の実施などへ取り組んでいきます。 

৯ఏكڮঽே୭षभଦൟ 

ੁكڭقग़ॿঝॠشৌੁ؞ৱ౺ත৺भਤ 

これまでも積極的に取り組んできた次のメニューへ、今後も継続的に取り組んで

いきます。 

＠薬品使用方法の適正化 

＠高濁度における水運用方法の改良 

＠浄水汚泥の減量化 

＠ろ過池洗浄方法の見直し 

＠小まめな節電・節水 

ੁكڮق୭ৌੁभৈ২৲॑৯खञૼभ৹ਪ 

近年、全世界規模で導入を強く求められている再生可能エネルギーの適用可能性

を探るため、技術動向の調査を継続していきます。 
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 হৈ২৲षभੌा ڳ

 ؛মੑमपৄઉखथःऌऽघ ٯ

本計画は、概ね 50 年先を見据えながら、今後 10 年間の将来を想定しました。しかし、

計画の基礎とした将来の人口・水量は、現時点で想定できる人口動態や水需要などの要因

に基づくものであり、今後の社会情勢の動向によっては大きく変化する可能性もあります。

さらには、行政改革やさらなる経営効率化への要求など、事業運営に影響を及ぼすような

要因も考えられることから、事業の途中における計画の見直しは不可欠なものとなります。 

計画を見直す際には、計画の策定（Plan）～事業の推進（Do）～達成状況の確認（Check）

～改善策の検討（Action）の連鎖である「PDCA サイクル」を実施することが必要です。

このサイクルにより、当初の目標や事業推進上の問題、事業の有効性などを確認しつつ、

計画のさらなる推進や見直しを進めていきます。 

ٕ PDCA १ॖॡঝभॖওش४ ٕ 

ਛ૾யभનੳ
��&KHFk�!

■হ௬भৰ
■൹ଌ২भཔ

ੑभੁ
��3ODQ�!

■ӏӢӀӢҲӡ�৯ఏ�भਝ
■੦মੑभੁ

হभਤ
��'R�!

■হभৰ
■ਤ⎃૾யभଵ৶

ఒੁभਫ਼ୈ
��$FWLRQ�!

■ਛ৯ఏषभৌૢ
■ৗञऩӊҴӁӢभཔ

ৰટभତ৶

ੑषभખ

3'&$१ॖॡঝ
كਢ૭ચऩனق

 
 

 

 ؛ਤ⎃धટ॑౷ऽइथؚহभৄઉख॑ষःऽघ ٯ

本計画で示した事業は、その実施状況を、水道施設の稼動状況や統計データの傾向など

から定期的に確認しておくことが大切です。計画内容と実施状況が大きく離れていること

が懸念される場合、事業実施に関わる障害が起こっている可能性もあるため、その原因を

追求・把握した上で事業を見直していきます。また､事業の進捗管理では、効果を把握して

おき、事業を見直す際の判断材料とします。 
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